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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
生
き
る
た
め
に

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
４
８
Ｃ

【
作
者
名
】

　
『
Ｇ
』

【
あ
ら
す
じ
】

　
ル
ミ
ス
帝
国
の
人
々
は
食
料
を
求
め
て
戦
地
に
赴
く
。
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序
章

世
界
は
群
雄
割
拠
し
て
い
た
。
５
つ
の
帝
国
が
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
…
。

レ
ト
大
陸
北
部
に
雪
に
埋
も
れ
た
帝
国
が
あ
っ
た
。
そ
の
帝
国
の
名
は
『
ル
ミ

ス
』
。
後
の
２
０
０
年
も
続
く
争
い
の
す
べ
て
の
始
ま
り
の
国
…
。

戦
い
の
始
ま
り
は
ル
ミ
ス
領
土
内
の
資
源
不
足
で
あ
っ
た
。

年
中
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
ル
ミ
ス
で
は
特
に
も
食
料
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
原
因
は
人
口
の
爆
発
的
増
加
だ
っ
た
。

こ
こ
２
０
年
で
２
６
億
あ
ま
り
の
人
口
が
４
０
億
を
突
破
し
た
の
だ
。

な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
増
加
し
た
の
か
。
そ
れ
は
民
主
制
が
浸
透
を
始
め
た
か
ら
だ

っ
た
。

現
在
ル
ミ
ス
は
帝
国
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
実
際
は
民
主
国
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
そ
し
て
現
在
…
。
人
口
の
爆
発
的
増
加
に
よ
り
食
料
が
圧
倒
的
に
不
足
を

始
め
た
。
ル
ミ
ス
領
土
内
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
以
上
の
開
拓
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ル
ミ
ス
の
人
々
は
”
生
き
の
び
る
た
め
”
の
戦

い
を
大
陸
全
土
を
巻
き
込
ん
で
始
め
る
の
だ
っ
た
。
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第
１
章
：
圧
倒
的
軍
事
力

―
―
ル
ミ
ス
帝
都
―
―
第
２
６
訓
練
場

『
…
…
ょ
う
！
！
！
！
』

『
隊
長
！
！
！
！
』

『
ん
？
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
う
し
た
？
』

『
つ
い
先
ほ
ど
陛
下
が
宣
戦
布
告
を
な
さ
い
ま
し
た
！
！
！
』

『
本
当
か
！
！
？
？
』

『
は
い
！
！
』

『
そ
う
か
…
。
つ
い
に
始
ま
る
か
…
。
多
く
の
血
が
流
れ
る
が
生
き
る
た
め
だ
。

仕
方
な
い
な
…
。
』
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『
隊
長
。
招
集
が
か
か
っ
て
ま
す
。
行
き
ま
し
ょ
う
。
』

『
あ
あ
。
そ
う
だ
な
。
』

―
―
ル
ミ
ス
帝
都
―
―
参
謀
会
議
室

『
…
…
で
は
、
５
日
後
。
先
発
隊
２
０
０
万
を
南
の
リ
ト
王
国
へ
。
そ
の
２
日

後
、
第
二
次
先
発
隊
５
０
０
万
を
。
さ
ら
に
２
日
後
に
全
軍
を
送
り
ま
す
。
』

『
う
む
。
リ
ト
王
国
相
手
な
ら
第
二
次
先
発
隊
で
十
分
す
ぎ
る
相
手
だ
。
…
が
。

リ
ト
王
国
の
周
辺
国
が
黙
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
な
。
』

『
え
え
。
リ
ト
王
国
国
境
は
天
然
の
要
塞
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
リ
ト
王

国
を
押
さ
え
て
し
ま
え
ば
後
々
の
戦
い
も
有
利
に
進
め
れ
る
か
ら
な
。
』

『
は
い
。
…
で
は
皇
帝
陛
下
。
よ
ろ
し
い
で
す
ね
？
』

『
う
む
。
全
軍
に
出
撃
用
意
を
急
が
せ
よ
。
』
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『
『
『
は
っ
！
！
！
』
』
』

―
―
５
日
後

『
…
』

『
…
』

『
…
』

『
…
』

『
…
』

『
陛
下
。
先
発
隊
に
激
励
の
お
言
葉
を
。
』

『
う
む
。
今
行
く
。
』

『
ル
ミ
ス
帝
国
の
勇
敢
な
戦
士
た
ち
よ
！
！
！
！
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
多
く
の

血
を
流
し
流
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
！
！
我
ら
が
生
き
延
び
る
に
は
こ
の
方
法

し
か
な
い
の
だ
。
君
た
ち
に
ル
ミ
ス
帝
国
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
！
！
！
！
！
』
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―
―
そ
し
て
。

つ
い
に
長
い
戦
い
が
始
ま
っ
た
。
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第
１
章
：
＆
ｑ
ｕ
ｏ
ｔ
；
兵
器
＆
ｑ
ｕ
ｏ
ｔ
；
投
入

―
―
―
リ
ト
王
国

『
国
王
！
！
！
！
』

『
な
ん
だ
？
』

『
先
程
，
密
偵
か
ら
の
伝
令
が
あ
り
ま
し
た
！
！
！
内
容
は
…
ル
ミ
ス
帝
国
が

お
よ
そ
２
０
０
万
の
大
軍
勢
で
攻
め
て
き
ま
す
！
！
！
！
』

『
な
っ
…
２
０
０
万
！
！
？
？
２
０
０
万
だ
と
！
？
』

『
は
い
…
。
我
が
軍
は
総
勢
４
０
万
。
戦
い
に
な
り
ま
せ
ん
…
。
装
備
の
質
で

も
劣
っ
て
ま
す
…
。
さ
ら
に
は
”
兵
器
”
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
…
。

』『
…
…
世
界
屈
指
の
軍
事
帝
国
が
つ
い
に
…
動
い
た
か
…
。
周
辺
国
に
援
軍
を
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要
請
し
ろ
…
。
我
が
国
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
を
拠
点
に
大
陸
北
部
で

の
戦
い
が
有
利
に
な
る
。
周
辺
国
も
黙
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
』

―
―
―
３
日
後

リ
ト
王
国
国
境
に
は
リ
ト
王
国
４
０
万
、
伝
令
を
聞
い
た
タ
イ
ラ
ー
王
国
８
０

万
、
マ
ル
ト
王
国
１
５
０
万
、
ザ
ス
王
国
９
０
万
の
総
勢
３
６
０
万
が
集
結
し

て
い
た
。
こ
の
時
。
帝
国
か
ら
は
第
二
次
先
発
隊
５
０
０
万
が
出
撃
に
向
け
て

い
た
…
。

―
―
―
２
日
後
。

ル
ミ
ス
帝
国
か
ら
第
二
次
先
発
隊
５
０
０
万
が
出
撃
す
る
と
同
日
に
先
発
隊
２

０
０
万
が
リ
ト
王
国
及
び
周
辺
国
軍
と
の
戦
闘
を
開
始
し
た
。
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『
ル
ミ
ス
帝
国
軍
が
来
ま
し
た
！
！
！
数
は
お
よ
そ
２
０
０
万
！
！
！
』

『
よ
し
！
！
数
は
こ
っ
ち
が
上
だ
！
！
仕
掛
け
る
ぞ
！
！
！
』

『
は
っ
！
！
』

『
弓
隊
用
意
！
！
！
そ
の
あ
と
騎
馬
隊
突
撃
用
意
！
！
！
数
は
こ
っ
ち
が
上
だ

！
！
！
落
ち
着
い
て
い
け
！
！
！
』

『
『
『
は
っ
！
！
』
』
』

―
―
―
帝
国
先
発
隊

『
将
軍
！
！
！
敵
の
弓
と
騎
馬
隊
に
よ
り
一
気
に
崩
さ
れ
ま
し
た
！
！
！
』
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『
ぬ
う
…
。
予
想
以
上
に
敵
が
多
い
な
…
。
今
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
第
二
次

先
発
隊
が
来
る
ま
で
も
た
ん
。
…
…
よ
し
。
要
塞
戦
、
攻
城
戦
ま
で
取
っ
て
お

く
つ
も
り
だ
っ
た
が
”
兵
器
”
を
投
入
だ
。
が
…
レ
ベ
ル
１
で
構
わ
ん
。
対
人

戦
に
”
ア
レ
”
を
使
う
の
は
…
少
し
む
ご
い
か
ら
な
…
。
』

―
―
―
帝
国
軍
兵
器
部
隊
”
レ
ベ
ル
１
”

『
…
そ
れ
に
し
て
も
も
う
出
番
が
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
な
。
』

『
ウ
ン
。
そ
れ
に
し
て
も
。
お
れ
ら
が
拾
わ
れ
て
６
年
。
や
っ
と
帝
国
に
恩
返

し
が
出
来
る
。
』

『
あ
あ
。
そ
し
て
…
ザ
ム
ス
の
や
つ
ら
に
復
讐
出
来
る
の
も
な
。
』

『
よ
し
！
！
行
く
ぞ
！
！
』

『
『
『
お
う
！
！
！
！
』
』
』
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―
―
―
戦
場
―
―
帝
国
軍

『
く
そ
っ
！
！
数
が
多
い
。
奴
ら
１
人
に
対
し
て
常
に
５
人
つ
き
や
が
る
…
。
』

『
全
軍
退
却
！
！
！
！
』

『
も
う
！
？
早
い
…
。
早
す
ぎ
る
…
。
…
…
ま
さ
か
。
”
兵
器
”
部
隊
投
入
か

？
？
？
』
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第
１
章
：
ギ
ザ
要
塞
崩
壊

―
―
―
周
辺
国
軍
及
び
リ
ト
王
国
軍

『
な
ん
だ
？
？
撤
退
か
！
？
よ
し
！
！
追
撃
し
ろ
！
！
！
』

―
―
―
帝
国
軍
”
兵
器
”
レ
ベ
ル
１
部
隊

『
よ
し
。
向
か
え
討
て
！
！
！
』

『
”
兵
器
”
の
力
…
見
せ
つ
け
て
や
れ
！
！
！
！
！
』

『
”
銃
”
用
意
！
！
！
…
…
…
…
…
打
て
！
！
！
！
』

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ン
！
！
！
！

―
―
―
周
辺
国
軍
及
び
リ
ト
王
国
軍

『
な
っ
、
、
、
な
ん
だ
！
？
』

『
弓
か
！
？
』



14

『
違
い
ま
す
…
。
お
そ
ら
く
…
こ
れ
が
”
兵
器
”
の
力
だ
と
…
。
』

『
…
…
。
状
況
は
？
？
』

『
…
帝
国
軍
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
…
。
弓
も
届
か
な
い
距
離
で
す
。

さ
ら
に
敵
の
攻
撃
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
…
攻
撃
力
も
尋
常
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
』

『
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
？
』

『
敵
の
攻
撃
を
受
け
た
も
の
は
…
み
な
死
ん
で
ま
す
…
。
し
か
も
即
死
に
限
り

な
く
近
い
で
す
…
。
』

『
ぬ
う
…
。
被
害
状
況
は
？
？
』

『
追
撃
し
て
た
全
軍
の
う
ち
…
６
０
万
が
も
は
や
…
。
』

『
６
０
万
…
…
。
信
じ
ら
れ
ん
…
。
全
軍
に
ギ
ド
要
塞
ま
で
引
く
よ
う
に
命
令

だ
。
正
面
か
ら
戦
っ
て
は
被
害
が
酷
く
な
る
。
』
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『
は
っ
！
！
』

―
―
―
戦
場

『
全
軍
引
け
ー
ー
ー
！
！
！
ギ
ド
要
塞
ま
で
引
く
ん
だ
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
』

『
ギ
ド
要
塞
か
。
天
然
の
要
塞
に
し
て
難
攻
不
落
の
要
塞
。
確
か
に
”
兵
器
”

の
力
を
考
え
れ
ば
そ
こ
に
行
く
し
か
な
い
な
。
』

―
―
―
ル
ミ
ス
帝
国
軍

『
ど
う
や
ら
敵
は
ギ
ド
要
塞
ま
で
引
く
よ
う
で
す
。
』

『
そ
う
か
。
一
時
崩
さ
れ
か
け
た
が
予
定
通
り
だ
。
よ
し
、
進
撃
を
開
始
だ
。

追
撃
は
し
な
い
。
確
実
に
進
め
て
行
け
。
』

『
は
っ
』
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―
―
―
ギ
ド
要
塞

『
こ
こ
が
…
決
戦
で
す
ね
』

『
う
む
。
な
ん
と
し
て
も
止
め
な
く
て
は
。
だ
が
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
だ
。
こ
こ

は
太
古
の
昔
、
人
と
魔
が
戦
う
と
き
に
備
え
て
作
ら
れ
た
要
塞
だ
。
人
の
力
で

は
絶
対
に
こ
の
城
壁
を
砕
く
の
は
無
理
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
』

『
そ
う
な
ん
で
す
か
』

『
う
む
。
だ
か
ら
―
―
―
』

ズ
ド
ン
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

『
な
、
な
ん
だ
！
？
何
の
音
だ
！
？
』
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『
敵
の
攻
撃
で
す
！
！
！
！
！
！
で
す
が
城
壁
は
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
！
！
！

！
！
』

『
だ
ろ
う
な
。
よ
し
！
！
援
軍
が
来
る
ま
で
こ
こ
で
持
ち
こ
た
え
る
ぞ
！
！
！

！
！
！
』

『
援
軍
が
来
る
の
で
す
か
！
？
』

『
あ
あ
。
中
央
大
陸
に
位
置
す
る
ダ
ク
ス
帝
国
が
援
軍
と
し
て
５
０
０
０
万
を

向
け
て
く
れ
た
そ
う
だ
。
』

『
５
０
０
０
万
！
！
！
！
！
！
』

『
ダ
ク
ス
帝
国
と
し
て
も
ル
ミ
ス
帝
国
の
軍
事
力
を
無
視
は
出
来
な
い
か
ら
な
。

』
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―
―
―
帝
国
軍

『
ダ
メ
で
す
。
レ
ベ
ル
１
で
は
城
壁
が
破
れ
ま
せ
ん
。
』

『
さ
す
が
は
対
魔
専
用
の
城
壁
。
簡
単
に
は
砕
け
な
い
か
。
よ
し
、
レ
ベ
ル
３

だ
。
ダ
メ
な
ら
レ
ベ
ル
４
だ
。
』

―
―
―
¥
”
兵
器
”
部
隊
レ
ベ
ル
２

『
ち
っ
。
な
ん
で
俺
た
ち
に
は
出
番
が
回
っ
て
こ
ね
ぇ
ん
だ
！
？
』

『
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
レ
ベ
ル
２
以
上
は
役
割
が
決
ま
っ
て
る
か
ら
な
。
俺
た

ち
は
対
超
多
人
数
戦
と
…
対
魔
戦
の
た
め
の
部
隊
だ
か
ら
な
。
』
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『
ま
ぁ
…
な
。
だ
が
世
界
で
確
認
さ
れ
て
い
る
魔
は
全
部
で
６
匹
な
ん
だ
ろ
？

６
匹
の
た
め
に
こ
れ
だ
け
の
”
兵
器
”
と
あ
の
訓
練
が
必
要
だ
っ
た
の
か
？
』

『
そ
れ
は
魔
と
戦
っ
て
み
な
い
と
な
ん
と
も
言
え
な
い
な
…
。
だ
が
忘
れ
る
な
。

太
古
の
昔
に
は
…
た
っ
た
２
匹
に
国
が
１
つ
消
え
て
い
る
か
ら
な
。
』

『
あ
、
あ
ぁ
。
覚
え
て
お
く
よ
。
』

―
―
―
¥
”
兵
器
”
部
隊
レ
ベ
ル
３

『
準
備
は
ど
う
だ
？
』

『
あ
と
５
分
も
す
れ
ば
い
け
る
ぜ
。
そ
れ
に
し
て
も
…
リ
ト
王
国
ご
と
き
に
コ

イ
ツ
を
使
う
と
は
な
…
。
』
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『
ま
、
リ
ト
王
国
の
”
太
古
の
遺
産
”
だ
な
。

い
や
、
元
は
リ
ト
帝
国
か
。
魔
と
の
戦
い
で
リ
ト
帝
国
は
滅
ん
じ
ま
っ
た
も
ん

な
。
』

『
そ
う
だ
な
。
ま
、
昔
話
し
は
後
で
に
し
て
…
そ
ろ
そ
ろ
い
い
ぞ
。
』

『
よ
し
。
こ
の
１
発
が
…
事
実
上
の
戦
争
の
始
ま
り
だ
。
発
射
！
！
！
！
！
！

！
』

―
―
―
―
―
―
ど
ご
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ん
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

―
―
―
ギ
ザ
要
塞

『
な
っ
、
な
ん
だ
！
？
』

『
て
、
帝
国
軍
の
攻
撃
で
す
！
！
！
！
！
城
壁
が
…
城
壁
が
破
ら
れ
ま
し
た
！

！
！
！
！
』

『
な
ん
だ
と
！
？
』
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―
―
―
帝
国
軍

『
よ
し
！
！
！
全
軍
突
撃
！
！
！
第
二
次
先
発
隊
が
来
る
前
に
片
を
つ
け
る
ぞ

！
！
！
敵
は
混
乱
し
て
い
る
！
！
！
！
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
！
』
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第
１
章
：
ギ
ザ
要
塞
崩
壊
（
後
書
き
）

―
―
―
兵
器
部
隊
一
覧

レ
ベ
ル
１
＝
”
銃
”
（
対
多
人
数
、
対
騎
馬
隊
）

レ
ベ
ル
２
＝
？
？
（
対
魔
、
対
超
多
人
数
）

レ
ベ
ル
３
＝
”
大
砲
”
（
城
壁
破
壊
）

レ
ベ
ル
４
＝
？
？
（
？
）

レ
ベ
ル
Ｘ
＝
？
？
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第
１
章
：
“
過
去
の
遺
産
”
（
前
書
き
）

更
新
が
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
…
。
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第
１
章
：
“
過
去
の
遺
産
”

―
―
―
ギ
ザ
要
塞
内
部

『
ま
さ
か
あ
の
城
壁
が
崩
さ
れ
る
と
は
…
。
崩
さ
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。
全
軍

迎
え
う
て
！
！
！
！
！
！
！
！
！
』

―
―
―
ギ
ザ
要
塞
崩
壊
城
壁

『
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
突
撃
だ
！
！
！
一
気
に
押
し
潰
せ
！
！
！
！
！
』
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―
―
―
ギ
ザ
要
塞
内
部

『
し
、
司
令
！
！
！
！
帝
国
軍
は
も
は
や
第
５
防
衛
隊
を
撃
破
し
ま
し
た
！
！

！
！
こ
こ
に
く
る
の
も
時
間
の
問
題
で
す
！
！
！
！
』

『
帝
国
軍
か
…
。
強
い
な
。
こ
の
ギ
ザ
要
塞
が
お
と
さ
れ
た
ら
も
う
わ
が
王
国

は
終
わ
り
だ
。
ま
だ
勝
負
は
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。
混
乱
を
収
拾
す
れ
ば
ま
だ

勝
機
は
あ
る
。
』

―
―
帝
国
軍

『
ん
？
な
ん
だ
？
敵
が
引
い
て
い
く
ぞ
。
』

『
撤
退
で
す
か
ね
？
』

『
い
や
…
そ
う
で
は
な
い
な
。
ど
こ
か
に
集
結
し
て
る
な
。
』
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『
数
で
押
し
て
く
る
つ
も
り
で
す
ね
。
』

『
そ
う
だ
な
。
だ
が
”
兵
器
”
の
前
に
は
数
な
ど
関
係
な
い
が
な
。
よ
し
、
兵

器
部
隊
に
要
塞
内
に
散
開
す
る
よ
う
に
伝
え
ろ
』

『
は
っ
』

―
―
―
連
合
軍

『
帝
国
軍
は
兵
器
を
要
塞
内
に
散
開
さ
せ
て
ま
す
。
』

『
ふ
む
。
と
は
い
っ
て
も
数
で
攻
め
て
も
な
に
も
意
味
が
な
い
。
ど
う
に
か
白

兵
戦
に
持
ち
込
ま
な
け
れ
ば
な
。
』

『
そ
れ
な
ら
ば
“
煙
幕
”
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
古
く
さ
い
で
す
が

効
果
は
あ
る
か
と
。
』

『
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
い
い
な
。
で
は
煙
幕
の
用
意
だ
。
』

『
は
っ
』

―
―
―
帝
国
軍
兵
器
部
隊

『
ん
？
煙
り
か
…
。
煙
り
に
乗
じ
て
襲
う
き
だ
な
。
よ
し
！
！
！
全
体
隊
列
を

組
め
！
！
！
前
方
に
向
け
て
一
斉
射
げ
…
！
？
』
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『
ぐ
わ
ぁ
ー
ー
！
！
！
！
敵
は
…
弓
矢
で
攻
撃
か
…
。
て
っ
き
り
白
兵
戦
に
す

る
と
…
。
』

『
く
っ
。
引
け
っ
引
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
。
』

―
―
―
帝
国
軍

『
―
―
な
る
ほ
ど
な
。
敵
も
中
々
や
り
お
る
。
数
の
利
を
こ
ん
な
形
で
使
っ
て

き
た
か
。
』

『
ど
う
し
ま
す
か
？
こ
の
ま
ま
で
は
兵
器
を
撃
つ
前
に
敵
の
弓
に
や
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
近
づ
く
こ
と
も
出
来
な
い
…
。
』

『
こ
っ
ち
は
数
に
お
い
て
圧
倒
的
不
利
だ
か
ら
な
。
こ
こ
は
援
軍
待
ち
で
も
い

い
の
か
も
な
。
城
壁
を
砕
く
と
い
う
ノ
ル
マ
は
ク
リ
ア
し
た
わ
け
だ
し
。
』

『
う
む
。
そ
れ
に
兵
士
の
損
失
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
だ
な
。
よ
し
、
要
塞
か
ら

脱
出
。
一
旦
立
て
直
し
て
援
軍
を
待
つ
ぞ
。
』

―
―
―
リ
ト
軍

『
撤
退
か
。
ま
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
か
。
よ
し
、
こ
の
す
き
に
城
壁
の
修
理

だ
。
』

―
―
―
他
国
軍

『
修
理
出
来
る
の
か
！
？
あ
れ
ほ
ど
砕
け
た
の
に
…
。
』

―
―
―
リ
ト
軍

『
よ
し
。
魔
法
隊
前
へ
。
詠
唱
を
開
始
。
』
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ご
っ
ご
ご
ご
ご
ん

―
―
―
他
国
軍

『
…
す
ご
い
な
。
こ
れ
が
…
対
魔
専
用
の
城
壁
と
い
わ
れ
る
理
由
か
。
』

―
―
―
リ
ト
軍

『
城
壁
に
硬
化
魔
法
だ
。
さ
っ
き
の
帝
国
軍
の
攻
撃
で
は
ま
た
砕
け
て
し
ま
う
。

レ
ベ
ル
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
だ
。
』

―
―
―
帝
国
軍

『
あ
れ
が
…
過
去
の
遺
産
か
…
。
や
っ
か
い
な
城
壁
だ
。
し
か
も
硬
化
魔
法
を

城
壁
に
か
け
て
や
が
る
。
今
度
は
…
レ
ベ
ル
４
の
出
番
か
な
？
』
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第
１
章
：
援
軍

―
―
―
帝
国
軍

『
あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
援
軍
が
来
る
？
』

『
あ
と
丸
１
日
で
す
。
』

『
そ
う
か
。
ま
ぁ
敵
は
討
っ
て
で
る
こ
と
は
な
い
か
ら
兵
士
達
に
つ
か
の
間
の

休
息
を
伝
え
て
く
れ
。
』

『
は
っ
』

『
あ
さ
っ
て
に
…
援
軍
と
総
攻
撃
だ
。
』

―
―
―
ザ
ム
ス
帝
国
軍

『
見
え
て
き
た
。
あ
れ
が
ギ
ザ
要
塞
だ
。
よ
し
、
全
軍
に
命
令
だ
！
！
！
！
騎

馬
隊
は
要
塞
の
前
に
い
る
ル
ミ
ス
帝
国
軍
に
突
撃
だ
！
！
！
遠
慮
は
い
ら
な
い

ぞ
！
！
！
！
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
』

―
―
―
連
合
軍

『
あ
れ
は
…
ま
さ
か
。
援
軍
だ
ー
ー
ー
！
！
！
援
軍
が
来
た
ぞ
ー
ー
！
！
！
』

『
よ
し
！
！
！
こ
れ
は
い
け
る
ぞ
！
！
！
全
軍
討
っ
て
で
る
ぞ
！
！
！
』

『
お
ー
！
！
！
』
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―
―
―
ル
ミ
ス
帝
国
軍

『
あ
れ
は
…
ザ
ム
ス
帝
国
！
？
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
と
い
う
よ
り
騎
馬
隊

が
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
来
て
る
！
！
！
マ
ズ
イ
！
！
！
全
軍
戦
闘
用
意
！
！
！

兵
器
１
，
２
部
隊
用
意
だ
！
！
！
数
が
ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
い
！
！
！
！
４
０
０
０

…
い
や
５
０
０
０
万
は
い
る
ぞ
！
！
！
！
』

『
ち
っ
く
し
ょ
お
ー
ー
ー
！
！
！
』

―
―
―
兵
器
部
隊
レ
ベ
ル
１

『
ザ
ム
ス
だ
と
！
？
み
ん
な
―
―
―
！
！
！
ザ
ム
ス
の
奴
ら
が
来
た
ぞ
ー
ー
ー

！
！
！
復
讐
だ
ー
ー
ー
！
！
！
』

『
『
『
お
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
！
！
』
』
』

―
―
―
兵
器
部
隊
レ
ベ
ル
２

『
ふ
ぅ
。
つ
い
に
俺
た
ち
に
も
出
番
が
回
っ
て
き
た
か
。
』
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『
敵
の
数
は
ハ
ン
パ
じ
ゃ
な
い
な
。

ま
、
こ
う
い
う
の
を
想
定
し
た
の
が
俺
た
ち
だ
が
な
。
』

『
よ
し
、
全
員
散
開
！
！
！
！
！
ノ
ル
マ
１
０
０
０
だ
。
』

『
は
い
よ
～
』

―
―
―
半
日
後
ザ
ム
ス
帝
国
軍

『
ふ
ぅ
。
残
っ
た
ル
ミ
ス
帝
国
軍
は
撤
退
し
た
か
。
そ
れ
に
し
て
も
…
“
兵
器

”
か
…
。
あ
り
ゃ
…
ホ
ン
ト
に
人
か
？
？
』

『
確
か
に
…
。
そ
れ
と
“
銃
の
民
”
の
行
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
…
ル
ミ
ス

帝
国
に
い
た
と
は
な
。
』

『
あ
の
と
き
は
手
こ
ず
っ
た
が
数
は
少
な
く
て
ど
う
に
か
な
っ
た
が
…
あ
の
技

術
が
ル
ミ
ス
帝
国
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
。
』

『
本
格
的
な
戦
闘
に
な
る
ま
え
に
知
れ
て
よ
か
っ
た
。
技
術
局
の
連
中
に
対
銃

戦
の
防
具
、
武
器
を
用
意
さ
せ
ら
れ
る
な
。
』

『
う
む
。
そ
れ
に
し
て
も
…
も
う
１
つ
の
兵
器
あ
り
ゃ
…
“
戦
い
の
民
”
だ
ぜ
。

あ
の
動
き
。
凄
ま
じ
い
な
。
武
器
は
ル
ミ
ス
帝
国
の
用
意
し
た
も
の
だ
が
…
す

さ
ま
じ
か
っ
た
な
。
』

『
ま
ぁ
…
太
古
に
魔
と
素
手
で
戦
っ
た
連
中
の
末
裔
だ
か
ら
な
…
。
ポ
テ
ン
シ
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ャ
ル
は
人
と
比
べ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
』

『
そ
う
だ
な
。
ん
で
…
こ
っ
ち
の
損
失
は
？
』

『
大
体
６
０
０
万
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
ル
ミ
ス
帝
国
軍
の
１
発
１
発
が
強
す

ぎ
る
。
ほ
と
ん
ど
即
死
だ
。
』
『
ふ
ぅ
。
さ
す
が
世
界
一
の
軍
事
帝
国
か
。
武

器
の
質
も
だ
が
一
般
兵
士
の
質
も
違
う
な
。
』

『
あ
あ
。
だ
が
奴
ら
の
損
失
は
で
か
い
な
。
』

―
―
―
ル
ミ
ス
帝
国
軍

『
く
っ
。

我
が
軍
の
被
害
は
ど
れ
く
ら
い
だ
？
？
』
『
生
存
を
確
認
出
来
た
数
は
…
１
０

万
で
す
…
。
さ
ら
に
兵
器
に
も
被
害
が
出
て
お
り
レ
ベ
ル
１
、
２
は
全
線
で
戦

っ
て
い
た
た
め
全
滅
。
レ
ベ
ル
３
は
大
砲
は
残
っ
て
ま
す
。
レ
ベ
ル
４
は
温
存

し
て
あ
り
ま
す
。
』

『
そ
う
か
。
被
害
が
で
か
い
な
…
。
仕
方
な
い
。
戦
線
を
離
脱
し
て
後
続
の
部

隊
に
合
流
だ
。
』
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第
１
章
：
援
軍
（
後
書
き
）

こ
れ
か
ら
ま
た
ガ
ン
バ
っ
て
い
き
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

生きるために
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